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業績ハイライト（第1四半期）



モバイルWi-FiおよびプリペイドSIMを中心としたインターネット通信サービス事業において、販売網の拡大が奏功し、
契約回線数が過去最高を記録しました。また、ロボット事業では収益性の改善が進み、これら既存事業の成長に加え、
新規事業の拡大がグループ全体の増収増益に寄与しました。
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連結業績

25年3月期
１Q

26年3月期
１Q

実績 実績
前年同期比
増減率

前年同期比
増減額

売上高 3,006 3,856 ＋28.2％ ＋849

売上原価 1,256 1,626 ＋29.5％ ＋370

売上総利益 1,750 2,229 ＋27.4％ ＋479

販管費 1,531 1,846 ＋20.6％ ＋315

営業利益 219 383 ＋74.9% ＋164

経常利益 220 385 ＋74.7% ＋164

親会社株主に帰属する

四半期純利益 142 252 +76.7% +109
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連結損益計算書（第１四半期）

(百万円)



販売パートナー戦略が奏功しており、特に携帯ショップやテレマーケティング販路の拡大によって、モバイルＷｉ-Ｆｉの販売
台数が増加しています。また、ＭＶＮＥサービスの販売が引き続き好調に推移しており、契約回線数は26万回線に達し、過去
最高を記録しました。一方で、モバイルＷｉ-Ｆｉの販売数増加に伴い、代理店手数料が大幅に増加したことで、増収減益とな
りました。
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インターネット通信サービス事業営業利益増減分析

営業利益分析

394.3

456.1

137.8

(百万円)

売上総利益

その他販管費

25年3月期
１Q

代理店手数料

26年3月期
１Q

△319.1

119.5



550.1

118.7
27.0 695.9

△ 104 △ 106

2

17

66

四半期毎営業利益

売上高分析

前期より取り組んできた販売コストの適正化を推進しながら、多様なコミュニケーションロボットの販売数を拡大し、さらにス
トック売上の着実な成長が事業全体の安定性と将来の成長基盤を強化しました。また、サービスおよび業務全体の品質向上を最
優先事項とし、顧客体験の質を向上させるための戦略を進めてきた結果、３四半期連続で増益となりました。
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ロボット事業営業利益増減分析

(百万円)

(百万円)

26年3月期
１Q

25年3月期
１Q

25年3月期
１Q

25年3月期
２Q

25年3月期
３Q

25年3月期
４Q

26年3月期

1Q

465.6

11.7

388.6

販管費分析

26年3月期
１Q

25年3月期
１Q

(百万円)

人件費

ストック収入

催事運営費

広告費

その他販管費

フロー収入

△15.1

△54.7 △18.9
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ウォーターサーバー事業営業利益増減分析

110.0 143.0

36.7

(百万円)売上高分析

25年3月期
１Q

26年3月期
１Q

8.7 20.2

12.5

(百万円)営業利益分析

25年3月期
１Q

26年3月期
１Q

当社は浄水型ウォーターサーバー「STILIS（スタイリス）」の販売を開始しました。
「STILIS」はスリム設計や大容量フィルターにより利便性が高く、価格競争力を武器に宅配水ユーザーからの切り替
えや新規顧客の獲得を進め、市場成長に合わせた事業拡大を図ってまいります。

宅配水

宅配水

浄水型

浄水型

△3.7

△1.1
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浄水型ウォーターサーバーとは
約570万世帯でウォーターサーバーが使用される中、浄水型ウォーターサーバーは、宅配水の交換が不要という利便性や月額定
額制でリーズナブルな経済性が評価され、宅配水ユーザーからの切替、新規顧客開拓が急速に進む。（推定102万台）
当社はグループ会社を通じて17年間天然水宅配事業を行い、多くの経験と知見を取得。
事業指針として「宅配水の生産工場」を保有せず事業展開したため、浄水サーバーの展開に大きく舵をきることが可能に。
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浄水型ウォーターサーバーの商品概要
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リユース事業への参入
「処分」から「売却」という行動が身近になり、SDGsやリユースという言葉が人々の生活に浸透。リユース市場は2030
年には4兆円を超える規模のマーケットに拡大されると予想される。また、「隠れ資産」とよばれる日本の家庭に眠る不用
品の総額は44兆円とも言われ、この豊富なストックによりますます市場拡大が見込まれる。
今後の当社グループの新たな事業領域の拡大や更なる企業価値の向上に寄与するものであると考えられることから、
SENKA社の子会社化を決定。



リユース事業のビジネスモデル
買取専門店の強み「省スペース・少額投資」を活かし、低リスクで迅速な多店舗展開を実現。
同時に、在庫リスクを極小化する「卸売モデル」で、短いキャッシュコンバージョンサイクルを確立。
こうした高効率なビジネスモデルによって生み出された利益は、「価格・対応・スピード」といった形でお客様へ還元し、
高い顧客満足度を獲得。その結果安定した仕入れ基盤が築かれ、人とモノ、そして感動を繋ぐ好循環を、私たちは今後も
さらに加速させていきます。
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連結売上高及び営業利益推移（第１四半期）

(百万円)
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プリペイドSIM（1年利用）

Wi-Fiレンタル

ロボット

MVNE

モバイルWi-Fi

BJ単体回線数

(回線)

291,900
（2025年6月）

247,600
（2024年6月）

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

※2020年３月までは、ベネフィットジャパン単体の契約回線数。2020年６月以降は、ベネフィットジャパングループの契約回線数（区分） 21

契約回線数の推移
外国人労働者、外国人留学生の需要増でプリペイドSIM（1年以上利用）は48,100回線（前年同期末比+115.5％）、
MVNEは98,400回線（前年同期末比+32.2%）に増加。ロボットは、31,600回線（前年同期末比+11.9％）に順調に
増加。全体の契約回線数は291,900回線（前年同期末比＋17.9％）
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26年3月期

通期計画 第１四半期 進捗率

売上高 17,042 3,856 22.6%

営業利益 1,455 383 26.3%

経常利益 1,366 385 28.2%

親会社株主に帰属する

当期純利益 921 252 27.4%

(百万円)
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2026年3月期 連結業績予想に対する進捗

通期計画に対する進捗は、売上高及び利益ともにおおむね計画通り



3.成長戦略
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この資料は投資家の参考に資するため、株式会社ベネフィットジャパン（以下、当社）の現状をご理解いた
だくことを目的として、当社が作成したものです。

本発表において掲載されている情報の中には、資料作成時において一般的に認識されている経済・社会等の
情勢および当社が合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されており、いわゆる「見通し情報」
（forward-looking statements）を含みます。これらは、現在における見込み、予測およびリスクを伴う
想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。不
確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および国際的な
経済状況が含まれます。

今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本発表に含まれる「見通し情報」の
更新・修正をおこなう義務を負うものではありません。

投資をおこなう際は、投資家ご自身の判断でなさるようお願いいたします。

免責事項
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